
・ シカの増加、生息域の拡大により森林の被害が深刻化。「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」
（2013年、環境省・農林水産省）ではシカの生息数を10年後までに半減させることを目標として
いるが、捕獲の担い手である狩猟者は著しく減少・高齢化。
・ 環境省や県・市町村等の関係機関との連携を図りながら戦略的な対応を進めるとともに、くく
り罠の無償貸与等による地域と一体となった森林被害対策に取り組む。

九州森林管理局におけるシカ被害への対応

○ニホンジカによる森林被害

シカ被害により下層植生が
消失し、表土が流出

推定生息密度

自動撮影カメラで撮影されたシカ

くくり罠

ニホンジカの生息状況（糞塊）調査

屋久島では、環境省、県・市町村、
学識経験者等によるワーキング
グループを設置し、関係機関が
連携して戦略的にシカ被害対策
を推進。

「九州シカ広域一斉捕獲」として、九州
５県（福岡、熊本、大分、宮崎、鹿児島）
と連携し、春期８日間、秋期15日間に集

中的に捕獲。期間中は国有林の入林禁
止区域の撤廃や林道ゲートの開放等を
実施。

地元市町村・猟友会・林業事
業体との「シカ被害対策協定」
により、地域全体での被害対
策を実施（平成29年度までに27協

定を締結）。
協定の主な内容

・入林手続きの簡略化

・森林管理署によるわなの無償貸与

（環境省作成）
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九州におけるシカ捕獲頭数※環境省生息状況等緊急調査事業による
推定生息頭数は約43万頭（平成24年度末）

【資料８】

出典：H30年度九州森林管理局の重点取組事項<一部改変>1



H29年度まで
・７つの保護林内に、全長約53.0kmの柵を設置済み。

H30年度設置計画
・原則、H29年度モニタリング調査箇所から、６つの保護林内に設置予定。

生物群集保護林 (九州中央山地、鬼の目山)

希少個体群保護林 (英彦山・鶯、内大臣ゴイシツバメシジミ、冷水サツマシダ、ヒノタニシダ)

九州森林管理局における保護林内のシカ被害対策

設置における考え方

・希少種の生息・生育状況
・シカ被害レベル
・下層植生の回復可能性
・保護林の３区分
・地域振興等の社会的な要素 等

植生保護柵の設置状況

祖母傾大崩山周辺森林生態系保護地域における植生保護柵の様子
(奥)繁茂した下層植生、(手前)シカ食害により衰退した下層植生

今後も左記項目を考慮し、
シカ被害対策に取り組む方針

2

森林生態系保護地域 約5.4km (祖母傾大崩周辺)

生物群集保護林 約32.6km (九州中央山地、白髪岳、霧島)

希少個体群保護林 約15.0km   (市房ゴイシツバメシジミ、犬ヶ岳、雁俣山)
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（参考）保護林モニタリング調査におけるシカ被害レベルの概要について

表:シカ被害レベル区分とその概要

参照:保護林モニタリングマニュアル(様式)6


